
一人(ひとり）の人 

一般に「ひとり（一人）の人」は、神の臨在を示す特別な暗示のために用いられる呼称です。ダニエルは、

天の祭司ミカエル（受肉前のキリスト）を表すために用いています（ダニエル書 10：5）。 

 

→【神】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：ある人、NIV：a man、NKJV：a certain man 

→【エリヤ（同 1：8）】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：ある者、NIV：A man、NKJV：A man 

→【エゼキエル（同 33：1）】口語訳：ひとり、聖書協会共同訳：一人、NIV：one、NKJV：a man 

→【受肉前のキリスト＝大天使長ミカエル】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：a man 

→【受肉前のキリスト＝大天使長ミカエル】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：a certain  man 

→【イエス・キリスト】口語訳：わたしのあとに来るかた、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：A man、NKJV：a Man 

→【アダム】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：one man、NKJV：one 

→【イエス・キリスト】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：the one man、NKJV：the one 

→【アダム】口語訳：ひとり、聖書協会共同訳：一人、NIV：the one man、NKJV：one man’s (disobedience) 

→【アダム】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：one man、NKJV：one man 

→【アダム】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：man 

→【パウロ】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：a man 

→【アブラハム】口語訳：ひとり、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：one person、NKJV：one 

→【アブラハム】口語訳：ひとり、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：this one man、NKJV：one man 

→【ヨハネ】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：a man 

→【ヨセフ】口語訳：ひとり、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：a man 

→【神・主】口語訳：ひとりの人、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man、NKJV：a man 

→【神】口語訳：ひとりの人（口語訳 2：1）、聖書協会共同訳：一人の人、NIV：a man(2：1)、NKJV：a man(2：1) 

※下記３聖句は、新共同訳翻訳時に「一人の人」と上記聖句同様に統一表記すべきであった。 

→【イエス・キリスト】口語訳：ひとり、聖書協会共同訳：一人、NIV：the one man、NKJV：one Man’s obedience 


